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概要および指示事項 

資料により説明 

 

⚫ 春日野園地・浮雲園地を使った開催を検討すること 

⚫ 観光局(奈良公園室)もこのプロジェクトに参画すること 

⚫ 実行委員会形式の実施了承 

 



 
 

令和 6 年 4 月 16 日 

国際課・文化振興課・公園企画課 

 
K-POP イベント サウンディング結果・今後の方針について 

 

サウンディング実施社 

社名    

主なフェス 
 

 
 

 

 

会場 
 

 
  

 

平城宮跡での音楽フェス（1 万人以上規模）開催についての主な意見 
① スケジュールについて 

・2025 年は万博開催のためイベント関連業者が多忙になる。 

・現時点でアーティストが決定していないと来年の開催は難しい。 

② 平城宮跡について 

・収支を成立させるためには、大きなステージが不可欠だが、平城宮跡では、地下遺

構を傷つけないために、杭打ちやステージの重量、重機の大きさ（4 トンまで）とい

う制限があり、設置・施行が困難。 

・朝堂院広場では、会場インフラ（水道、トイレ、電気）が整っておらず、整備費用

の負担が重い。 

・会場の特殊性から、会場使用にかかる各種調整についても行政の支援が不可欠。(民

間のみの開催は難しい) 

②経費について 

・野外開催の場合、イベント興行保険の費用が高くなり（総事業費の 12%程度）、収支

が成り立ちにくい。 

・有料イベントとするためには、チケットの決済や、会場への幕の設置等で運営経費

が上がる。 

④その他意見 

・この条件だとイベント業者側に開催のメリットがない。 

・フェスのような大規模なイベントを開催するには、地元住民の理解が不可欠。その

ためにも、一回だけの開催ではなく、地域で愛される定期イベントにしていく方が

望ましい。 

・県で開催した実績もある「朱雀門前広場で 2000 人規模」（昨年度の「みん芸フェ

ス）規模）でのイベント実施が現実的。 

 

→サウンディングを踏まえ、検討した結果、 

平城宮跡での開催が絶対条件の場合、 

県主体で平城宮跡朱雀門前広場での 2000 人規模の音楽イベント 

が妥当と考える 



K-

平城宮跡朱雀門前広場での開催方針案

【想定】

会場：平城宮跡朱雀門前広場 日数：2日 動員人数： 2000人×2日間 = 計4000人

条件：ステージ屋根なし（荒天中止）

事業費：アーティスト出演料 ※日本側アーティストのみ

K-POPアーティストの出演料は忠清南道で負担することを想定

a.無料の場合

ステージ設営、運営費、広報費 円

b.有料の場合 （＠ 円×4000人= 円が収入見込み）

ステージ設営、運営費、広報費 円 ※目隠し幕の設置費、チケット販売経費、広告費の増

主催者 県単独 実行委員会
有料／無料 有料 無料 有料 無料

メリット

（ 円）

デメリット

総事業費 円 円 円 円



平城宮跡歴史公園

開催期間 年 月 日 – 年 月 日
会 場
主 催  

来場者数 人/日（ ）

600m

150m


